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＜2019 年度卒業生の動向＞  

 2020 年 3 月 7 日卒業証書の授与が行われました。 

 卒業生は 44 名。新型コロナウイルス感染予防対策のため、

規模を縮小し卒業生およびご家族と学内教職員だけの卒業式

となりました。少し寂しさはありましたが、それぞれが選んだ

道へ、夢と目標をもって旅立ちました。自己実現に向かって歩き続けてくれ 

ることを願います。 

 

＜2020 年度入学式の中止＞ 

 5 月、1 か月遅れで、50 名の新入生を迎えることができましたが、新型コ 

ロナウイルス感染拡大を受け、入学式が延期、更には中止となり本当に残念 

でした。感染予防対策のため、体育館での授業、マスクでクラスメイトの顔がよくわからないという

状況の中、1 年生は、看護の学びをスタートさせました。今後も、学びの場や内容を制限される可能

性はありますが、ひとつひとつの機会を大切に、夢に向かって一緒に学んでいきましょう。 
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 8月6日夜のテレビ番組で、原爆の開発に関わり、広島に投下した際のキノコ雲を撮影

した米国人科学者と日本人被爆者の対談を見ました。科学者は「原爆を投下したことを私

は謝らない。謝るべきは（真珠湾を攻撃した日本の）あなたの方だ」と言い切っていまし

た。「真珠湾攻撃で私は友人を何人も失った。あなた方は生き残ったのだから幸せでしょ

う」とも言っていました。被爆者の「原爆で広島がどうなったのか、あなたは分かってい

ない。生き残った者も苦しみ続けているのだ」という訴えは科学者には全く届かなかった

ようです。 

 私は物事を考えるとき、立場や視点を変えて考えてみることを心掛けています。特に他

人に対して批判的な発言・行動をするときには、それがとても大事なことだと思っていま

す。 

 インターネットやスマホが普及した今の社会、自由に意見を発信できる掲示板やSNS

は、社会を良い方向に向かわせる原動力になっている一方で、誤った情報の拡散や誹謗中

傷の場になって、人の日常生活を壊し、自殺に追い込むほどの痛ましい事例の要因になっ

ています。コロナ禍の今、ウイルスに感染した人に対する非難はネットの中に留まらずに

外の世界にまで広がり、治療にあたっている医療従事者までもが差別されたりしていま

す。しかしそれらは、明日感染するかもしれない自分自身に向けられることになるかもし

れないと、立場を逆にして考えれば、非難や差別は同情や激励に変えることができるので

はないでしょうか。 

 原爆が、もしも米国が東京湾を攻撃して、その末に日本が米国のどこかの都市に落とした

もので、自身が被爆者になっていたとしたらと考えてみることができれば、あの米国人科学

者はどういう感情を抱くでしょうか。 

         

～ 卒業生の動向 ～ 

就職 39 名 

 明和会 31 名   

県内厚生連他 6 名 

 県外 2 名 

進学 助産科 3 名 



 
 

 

 

 

学生のみなさんが“こうなりたい”と描く未来に向かい成長していくために、2020 年度からプロジ

ェクト学習を取り入れ、提唱者である鈴木敏恵先生を教育アドバイザーとしてお迎えし、新型コロナ

ウイルス感染拡大による休校中の 4 月から、様々なプロジェクトを実施しています。 

その様子をご紹介します。 

4 月 25 日（土）、「プロジェクト学習を理解しよう！ポートフォリオ

を理解しよう！」「未来へキャリアストーリーを描こう」をテーマに、

県内各地に散らばる 2 年生 46 名と 3 年生 50 名、教員 13 名の計 109 名

が、横浜にいる鈴木敏恵先生と繋がり Zoom で遠隔授業を行いました。 

プロジェクト学習、そしてその際に活用するポートフォリオ（プロセ

スで得た資料、メモなどを時系列でファイルしたもの）について学ぶとともに、看護師として大切に

したいことや目指したい専門分野など自分の将来について考えました。 

学生が 2～3 人一組になり、パーソナルポートフォリオで自分が

頑張ってきたことや関心のあることを互いにプレゼンテーション

し、相手に伝える力や表現力を磨きました。終了後には「ポート

フォリオをつくり、2 人組で話し合ったことにより、自分の特性

や頑張ってきたことが見えて, これから先も目標に向かって頑張

っていきたい」とアンケートに回答がありました。「パーソナルポ

ートフォリオ」の作成により、自己と対話し、自らの資質、個性

や特性を見出し、キャリアビジョンに役立つ学びができました。 

 

 

実習開始を間近に控えた 5 月 15 日、2 年生と 3 年生が、わず

かな機会も大切にして患者さんと信

頼関係を築き、実り多い実習にする

ために、グループに分かれワークシ

ョップを行いました。 

患者像を描き、設定された状況か

ら、「その時、絶対獲得しなければな

らない情報は何か」を考え、その情

報を得るためにどうするかを考えま 

した。きっと実習で役立つはずです。 

 

 

＜プロジェクト学習始動！＞ 

プロジェクト学習とは 
何のために何をやり遂げたいのか、ビジョン（目的）

とゴール（目標）を自ら掲げ、その実現に向けた課題を

発見し、解決しながら、ありたい未来を描き、そこへ向

かう力が身に着く学習です。 

 ゴールに向かう過程で、看護師に求められる課題発

見力、目標設定力、計画する力、状況を見極める力、コ

ミュニケーション力等が身につきます。 

4 月、初めてのオンライン授業 

プロジェクト学習とポートフォリオの基本を理解しよう！ 

情報をたくさん獲得できる実習にしよう！プロジェクト 

横浜の鈴木先生に Zoomでコーチングを受ける 



 
 

 

 

 5 月 29 日、1 年生 50 名を対象に行いました。 

学生ペアで、互いの背部に触れ、教科書や人体模型も見なが

らＴシャツに脊柱と周辺の骨を描き合いました。皆、楽しそう

に取り組んでいました。終了後アンケートでは、｢教科書と共

に人体に触れて描くことで、脊柱のしくみの理解が深まった｣

｢教科書だけでなく、本当の身体で実際の骨の位置や形をイメ

ージできた｣等の感想がありました。入学後間もない学生にと

って、｢現実｣と｢知識｣を結びつけ、教科書と人間の身体を照らし合わせて理解する看護師としての

学びのスタートとなりました。また、他者の身体に触れたり、マスクを着け背部から話しかけなが

ら行うワークは、コミュニケーションや感染予防の重要性を意識する機会ともなりました。 

 

 

 

 1 年生が、学んでいく上で大切な、自分で自分を律する力、セ

ルフマネジメント力をつけるために、6 月から実施しました。ま

ずは、自分の生活をしっかり見つめ、課題を発見し、同じ課題

を持つチームで、どうなりたいか解決策を考え、7 月 21 日にプ

レゼンテーションしました。どのチームも具体的な提案で、「す

ぐにでもできそう」「真似したい」というリターンが多く、中看

生の生活改善に役立つ提案集が出来ました。 

 

7 月 29 日、3 年生を対象に行いました。前半は、誰かの役に

立って嬉しかったハピネスシーンを交流しました。ほっこり温か

い気持ちを共有しながら、どんな人をハピネスにできる看護師に

なりたいかを考えました。鈴木敏恵先生から講義を受けた後、自

分のなりたい看護師の領域を決め、必要な能力について情報を得

るワークをし、夏季休暇中の行動プランを立てました。プレゼンテーションでは、「知人の看護師にイ

ンタビューする」、「高齢者の好むものをリサーチする」、「体験談を聞く」等、様々なプランが発表さ

れました。一人ひとりが自分のキャリアビジョンを叶えられるように、テキストからだけでは得られ

ないリアルからの探究をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢人間の身体をリアルに知ろう！｣プロジェクト 
 

 

 

 

「生活改善」プロジェクト 

「自分の意志で未来へ向かおう！」 

マイキャリアストーリープロジェクト 
 

鈴木敏恵先生（当学院教育アドバイザー）から中看生へのメッセージ 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

シンクタンク未来教育ビジョン代表・未来教育クリエーター・一級建築士 

意志ある学びをキーワードに未来教育プロジェクト学習・ポートフォリオ評価・対話コーチングなどを融合させた次

世代教育の第一人者。教育界・医学界の新人教育、指導者育成、次世代教育構想コンサルタントなどを行う。 

[著書]「ポートフォリオで未来の教育」「ＡＩ時代の教育と評価」他多数 

 

 

            コロナの影響で自粛の中どうしているかな、とあなたたちへ心を馳せていました。 

オンラインで皆さんに会えたとき、本当に嬉しかったです。 

中通高等看護学院は、日本中のどこの学校よりもいち早くオンラインでプロジェクト学

習・ポートフォリオを実施され、素晴らしい「知の成果」を生みあげてくれました。８月に

開催した「未来教育‐全国大会 2.0」でその成果を中看の先生方が日本全国に紹介されまし

た。その充実した内容に国内外から参加された教育関係者、医療関係のみなさんはとても驚

き感動していました。 

            私は看護師を社会で最も価値ある尊い仕事と信じています。だからあなたたちが看護師を 

目指してくれてとても嬉しいし、一市民として感謝の気持ちで一杯です、看護師を目指して 

くれて本当にありがとう！ ずっと応援しています！ 皆さんの未来に幸多かれと祈ります。 

 

 

 



 

＜新任職員のご紹介＞ 

 

 
                                  

どうぞ 

よろしく 

お願いします💛 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンキャンパス中止のご案内 

 今年は、コロナ禍のため、オープンキャ

ンパスを中止しております。中々学院の様

子を伝えられず残念です。オンラインでの

説明会を開催できるよう、現在検討中です。 

 ご質問があれば、学院にご連絡ください。 

2021 年度 入学試験のご案内 

 推薦入学試験 一般入学試験 

出願期間 
2020 年 10 月 19 日（月）～10 月 23 日

（金） 
2020年 12月 7日（月）～12月 11日（金） 

試験日 2020年 11月 10日（火） 2021年 1月 6日（水）・1月 7日（木） 

試験科目 

・小論文 

・統合問題 

（数学Ⅰ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ・Ⅱ） 

・面接（詳細は当日説明） 

＊出願書類も評価対象とする 

・国語総合（古文・漢文を除く） 

・小論文 

・数学（数学Ⅰ） 

・理科（生物基礎） 

・英語（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ・Ⅱ） 

・面接（詳細は当日説明） 

試験会場 エリアなかいち にぎわい交流館ＡＵ 
エリアなかいち にぎわい交流館ＡＵ 

中通高等看護学院 

＜入試についてのお問い合わせ＞        

〒010-0021  秋田市楢山登町 3-18  中通高等看護学院 

           ℡：018-832-6019  mail：gakuin@meiwakai.or.jp   

※電話でのお問い合わせは、9:00～16:30 にお願いします。 

    ※過去問題をダウンロードできます。学院ホームページをご覧ください。     

http://www.meiwakai.or.jp/kangaku/    

≪編集後記≫ 

4 月～6 月、学院の体制は大きく変わりました。職員一

同気持ちも新たに、学生と一緒に成長していきたいと

思います。 

今回は、学院便りを通じて学院での学生の様子をお

伝えできればと考えました。学生達が生き生きと学ん

でいる様子、伝わっていますでしょうか。（S） 

・・・・・中通高等看護学院からのお知らせ・・・・・ 

事務長 若狭洋孝（わかさようこう） 

4 月に着任早々、コロナ対策、遠隔学習環境整備、プロジェクト学

習の導入等進めて頂きました。頼りがいのある、心配りの方です。 

専任教員 奥山真寿美（おくやまますみ） 

 約 1 年、育児休職をしておりましたが、9 月 8 日から復職いたし

ました。在宅看護論他を担当します。 

3 月、佐藤聡美副学院長が退職、6 月、渡邊新学院長が離任、8 月、田口貴男事務主任が異動されま
した。長い間学院の発展のためにご尽力くださいました。感謝申し上げます。 

学院長 五十嵐知規（いがらしとものり） 
 6 月に着任しました。長年講義に来ていただいており
ました。中通総合病院の循環器内科医師です。 

＜復職職員＞ 

mailto:gakuin@meiwakai.or.jp
http://www.meiwakai.or.jp/kangaku/

